
YSHプロジェクトの  

WeIl－beingofYouthinSocialHabpiness  

厚生労働省「川∨感染症の動向と予防モデルの開発普及に関する社会疫学的研究班」  

若者予防グループ（WYSHプロジェクト）  

代表 木原雅子  

－3了一   



男性同性間のHIV感染対策に  

関するガイドライン  

地方自治体における男性同性間のHtV感染対策への対応と  

コミュニティセンターの役割と機能  

（2005年度版）  

厚生労働省エイズ対策研究事業  

男性同性間のHIV感染対策とその評価に関する研究  

主任研究者 市川 誠一  

平成18年3月  
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治件の  

Socio－ePidemiologYandHIVPrevention  

HIV感染症の動向と予防モデルの開発・普及に関する社会疫学的研究班  

主任研究者：木原正博  
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矧闇検査体制の構築に関する研究宝鑑  

TheStuclyG柑岬OntheBeve10Pm即モ0昔日IV冒e甜ngSystem＄  

http：〟www．hivkens乱COm  

主任研究者 今井光信（神奈川県衛生研究所）  

HIV検査相談の説明相談の事例集  

平成ヨ8年3月  

利用される皆様へ   

この説明相談の事例集は、実際にHlV検査相談に関わっている  

皆様の協力を得て、説明相談事例集の作成委員会（厚生労働省科  

学研究補助金“HlV検査体制の構築に関する研究”）が作成したも  

のです。現在普及しつつある即日検査等、HlV検査の説明相談の  

充実と質の向上のため、即日検査のガイドラインの補足テキスト  
としてこの事例集を役立てて頂ければ幸いです。   

本事例集には、検査相談機関において、それぞれの実情に合わ  
せ、工夫し実施している事例を示してあります。今後も説明相談  
の普及・進展や利用者のご意見等も反映させ、随時、改訂版を作  
成する予定です。  
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京都大学大学院助教授 木原雅子氏 資料   



個人レベル  1．He8愉Belk†Modモー（■オ信念モデル）  

之．Theory81Re轟SOnedAdion（合理的行動理払）  
／T鵬叩○†門川IledA鵬∩（が貯的行動理汁）  

行  
勤  

8．St叩●○†Ch帥騨Mo鵬l（行勤段階理■）  

理  
／Tr8nS伽eⅣ細calMo（kl（汎埋■モデル〉  

詭  4．Predutめ∩仙opt旧nProeモSSMo【kt（暮舌賛蓉プロセスモデル）  

個人と社会  5．Sod81L亡a佃ngmeOry（社会学習理■）  
SoqalC叩nitわeTheory（社会理知理輪）  
6．Ecdoか周IMod●l（エコロジカルモデル）  

コミュニケーション   7．C（〉∩8u巾セIln†orma伽IIProces8i叩Mo血I  

関係理論  （消費書付熱処理モデル）  

8．D仙引OnSO†lnnoY■伽∩8Th七郎Y（情報拡散理■）  

組織の嚢容理強   9．Stag亡Th印け○†Orpaniひtio職IChange欄書変化の段階モデル）  
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行動交響を促すための、フレーズ、言責．画像、図表、イラスト．色、音、フォーマット  

＜メッセージの■えるペさ先陣＞ ●全てが同疇に儀えられるとは惰らない  

・対■にふさわしいもの  
・理解（プロセス）しやすいもの（明快で簡潔）  

・不快艦、反感を■わないもの  

・魅力的なもの  
・誤解されないもの  
・身近な間琶として受け止められやすいもの  

叫→巨頭］  
l■■■●■■■t▼▲l   

一匝垂］  
l■曾t■プ白セスq＝ゲル〉  

くメッセージ■■上の■霊鳥＞   

・対t書中心主■に▲づいて創造する：対1書の蓼加は不可欠   

・メッセージを対策全体で統一し、矛盾がないようにナる   
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